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Research on the initiative in the game of baseball
－3UREDELOLW\WRJHWD:LQQLQJSRLQWZKHQDEDVHEDOOWHDPZRQWKH¿UVWJDPH
in a Winning point system of the University baseball－
福　田　将　史（作新学院大学経営学部）
　 The purpose of this study, I investigated probability to acquire a winning point when a 
baseball team won the first game by the play with the same team in a winning point 
system of the university baseball. The analyzed it about 5498 card in the federation of all-
Japan university baseball. The data analysis carried out Chi square-test. The results were 
summarized as follows: As for the probability that was able to get the winning point in 
the case that performed last loss a baseball teamZRQWKH¿UVWJDPHVLJQL¿FDQWGL൵HUHQFH
(p＜.01) was recognized in 73.9％ with 26.1％ in the league in spring. Significant 
GL൵HUHQFHS＜.01) was recognized in the league in 73％ and 27％ LQDIDOO6LJQL¿FDQW
GL൵HUHQFHS＜.01) was recognize altogether in 73.4％ and 26.6％  . The probability to get 
winning point when a baseball teamZRQWKH¿UVWJDPHLQDZLQQLQJSRLQWV\VWHPRIWKH
university baseball was 73.4％ .
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目的
　現在、全日本大学野球連盟に所属する26連盟の公式戦においては、春季リーグ戦、秋季
リーグ戦ともに「勝ち点制」を採用している連盟がほとんどである。勝ち点制とは、リー
グ戦で同一チームと対戦するカード（試合の組み合わせ）において、2勝できた方が勝ち
点 1 を獲得する方式である。
　リーグ戦の場合、通常 6 チームでの総当たり戦で行われ、5チームと最少でも10試合を
戦い、全勝すれば勝ち点は 5となる。同一チームとの対戦で 1勝 1敗となった場合は、3
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試合目で勝利したチームが勝ち点 1 を得ることになる。最終的に同じ勝ち点のチームが出
た場合は、連盟ごとに勝率、当該対戦カードでの勝敗、順位決定戦、前季順位等により順
位決定している。
　福田（2009、2012、2014）は、野球の試合で先取得点を挙げたチームの勝率について、
高校野球72.2％、学童野球72.3％、社会人野球73.3％ではいずれも 7割（70％）以上であり、
有利であることを報告した。雑賀（2010、2011）も第91回全国高校野球選手権大会地方大
会では75.3％、第92回同選手権地方大会では76.3％、同全国大会では81.3％（2011）で平
均して78.8％であり、7割以上で有利であることを報告している。京都（2012）も夏の高
校野球甲子園大会では70.4％で有利であることを報告している。公認野球規則（2008）1.02
にも明記されているように「各チームは、相手チームより多くの得点を記録して勝つこと
を目的とする。」としており、同規則1.03に「正式試合が終わった時、本規則によって記
録した得点の多い方が、その試合の勝者となる」とある以上、得点が最重要因子で、その
多少で勝敗が決定する。よって、対戦相手より先に得点することが相手に対して精神的な
圧力（pressure）を加えることになるのではないかと考えられる。
　大学野球の勝ち点制においては、同一チームとの対戦カードで 2連勝することが最良の
結果とされ、同一カードの初戦にはエース投手を起用し、ベストメンバーで臨むチームが
多く見受けられる。初戦に勝利すること、つまり先手を取ることによって 2戦目も気分良
く勢いに乗って試合ができ、積極的な作戦やプレーにつながるのではないかと考えられ
る。逆に、初戦で敗れた場合、2戦目は絶対に負けられないという状況に追い込まれるこ
とになり、心理的な負担も大きくなるのではないかと推察される。そのことが、選手のプ
レーや作戦面に影響を及ぼし、勝ち点を獲得することに少なからず影響してくるのではな
いかと考えた。
　本研究では、大学野球の勝ち点制において、同一チームとの対戦で先に勝利したチーム
の方が、先に敗北したチームよりも勝ち点を獲得する確率が高くなるのではないかと考
え、明らかにすることを目的とした。
方法
　対象は、全日本大学野球連盟に所属する17連盟における、2005年～2015年の11年間の春
季リーグ戦2748カードと秋季リーグ戦2750カードの総計5498カードについて分析し
た。 注記 1）
　データの解析は、χ 2検定（Chi Square Test：適合度）を実施した。有意差は危険率 5 ％
未満とした。
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結果
　表 1 は、先に勝利した場合の、勝ち点を獲得できた確率を連盟ごとに示したものである。
　17連盟中80％代が 2連盟、70％代が11連盟、60％代が 4連盟であり、全ての連盟で有意
差（p＜.01）が認められた。A連盟が86.7％で最も高く、I連盟が63％で最も低かった。先
に勝利した場合に勝ち点を獲得した確率が70％を下回ったのは 1シーズン（2013年春季：
60％）のみであった。
　春季と秋季の両リーグで比較した場合、17連盟中春季リーグが10連盟で、秋季リーグが
5連盟で確率が上回ったが有意差はなく、同率は 2連盟であった。
　先に敗北した場合に勝ち点を獲得した確率が上回ったのは、11年間で 5シーズンが 1連
盟、2シーズンが 1連盟、1シーズンが 6連盟の僅か13シーズン（春季 7・秋季 6）で確率
は56.9％であり、I連盟の 1シーズン（2010年秋季80％）のみで有意差（χ 2(1)=5.04 p＜.05）
が認められた。
　図 1 は、先に勝利した場合に勝ち点を獲得できた確率を年ごとに示したものである。
　2010年の69％、2011年の68.7％、2012年の69.8％で僅かに下回るが、それ以外の年では
70％以上の確率であり、全ての年で有意差（p＜.01）が認められた。
　図 2 は、先に勝利した場合と先に敗北した場合の勝ち点を獲得できた確率を示したもの
である。
　春季リーグ戦では、先に勝利した場合は73.9％、先に敗北した場合は26.1％で有意差
（χ 2(1)=626.4 p＜.01）が認められた。秋季リーグ戦では、先に勝利した場合は73％、先に
表 1　先に勝利した場合に勝ち点を獲得できた確率（A－Q 17連盟：2005年－2015年）
A連盟 B連盟 C連盟 D連盟 E連盟 F連盟
勝利 敗北 確率 勝利 敗北 確率 勝利 敗北 確率 勝利 敗北 確率 勝利 敗北 確率 勝利 敗北 確率
春季リーグ 130 20 .867 125 40 .758 127 38 .770 129 36 .782 132 33 .800 106 54 .663
秋季リーグ 143 22 .867 133 32 .806 110 40 .733 141 24 .855 111 54 .673 107 58 .648
両リーグ計 273 42 .867 258 72 .782 237 78 .752 270 60 .818 243 87 .736 213 112 .655
G連盟 H連盟 I連盟 J連盟 K連盟 L連盟
勝利 敗北 確率 勝利 敗北 確率 勝率 敗北 確率 勝利 敗北 確率 勝利 敗北 確率 勝利 敗北 確率
春季リーグ 92 43 .681 121 44 .733 105 60 .636 107 58 .648 129 36 .782 118 45 .724
秋季リーグ 97 38 .719 118 47 .715 103 62 .624 108 57 .655 104 51 .671 112 53 .679
両リーグ計 189 81 .700 239 91 .724 208 122 .630 215 115 .652 233 87 .728 230 98 .701
M連盟 N連盟 O連盟 P連盟 Q連盟 A-Q連盟計
勝利 敗北 確率 勝利 敗北 確率 勝利 敗北 確率 勝利 敗北 確率 勝利 敗北 確率 勝利 敗北 確率
春季リーグ 128 37 .776 125 35 .781 110 55 .667 122 43 .739 124 41 .752 2030 718 .739
秋季リーグ 127 38 .770 125 40 .758 110 55 .667 136 29 .824 122 43 .739 2007 743 .730
両リーグ計 255 75 .773 250 75 .769 220 110 .667 258 72 .782 246 84 .745 4037 1461 .734
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敗北した場合は27％で有意差（χ 2(1)=581 p＜.01）が認められた。両リーグ全体では、先
に勝利した場合は73.4％、先に敗北した場合は26.6％であり、有意差（χ 2(1)=1206.9 p＜.01）
が認められた。
考察
　今回の分析の結果、大学野球の勝ち点制で、同一カードで先に勝利した場合に、勝ち点
を獲得できる確率は、春季リーグで73.9％、秋季リーグで73％、両リーグ全体で73.4％で
あり、7割以上という結果が得られた。
　この結果は、野球の試合で先取得点（先制点）を挙げたチームの勝率が 7割以上である
という福田（2009，2012，2014）、雑賀（2010，2011）、京都（2012）らの報告を指示する
ものであると考えられる。それは野球というスポーツ種目においては、先制点を挙げるこ
図 1　年ごとの先に勝利した場合に勝ち点を獲得できた確率
図 2　先に勝利した場合と敗北した場合の勝ち点を獲得できた確率
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とや勝ち点制において対戦相手から先勝することは、先手を取ることを意味しており、そ
れは主導権を握ることにつながり、勝利することや勝ち点を挙げることに、有利に作用す
るのではないかと考えられる。
　大学野球の勝ち点制の場合、同一カードで 3試合のうち、先に 2試合に勝利した方が勝
ち点 1 を得る方式である。リーグ戦はほとんどの場合が 6チームで構成され、5チームと
対戦し最小でも10試合を戦い全勝すれば勝ち点 5 となる。
　戦略として、同一カードの初戦では、各チームが最も信頼できる主戦投手（ace）を先
発起用し、ベストメンバーで臨む場合が多く見受けられる。 2連勝することが最良の結果
とされており、初戦で敗れた場合、2戦目は必ず勝たなくてはならないという状況に追い
込まれる。初戦に主戦投手で敗北した場合、2戦目も連投させることは活動量の多い投手
の負担を軽減するために避けることが多い。よって、1勝 1敗になった時、3戦目に登板
させるための戦略から 2、3番手の投手を起用して戦うことが多く、相手チームの打線が
強力な場合は苦戦を強いられることも有りうる。
　初戦にエース投手を先発させ、接戦で敗れた場合、2戦目で勝てれば、3戦目に再びエー
ス投手を起用し、2勝 1敗で勝ち点を得ることは可能である。しかし、大差で初戦に敗れ
た場合、実力差を感じて気落ちするなどの敗戦ショックからくるストレスが発生すること
も考えられる。
　初戦を勝つことによりチームに勢いがつき安堵感や自信が得られ、2戦目も気分よく試
合ができるのではないだろうか。そのことが積極的な作戦やプレーにつながり、勝ち点を
獲得する確率を高めることに寄与しているのではないかと考えられる。
要約
　本研究では、大学野球における勝ち点制において、同一チームとの対戦で、先に勝利し
たチームが勝ち点を獲得する確率について、明らかにすることを目的とした。
　全日本大学野球連盟に所属する17連盟における春季リーグ戦2748カードと秋季リーグ戦
2750カードの総計5498カードについて分析した。データの解析はχ 2検定（適合度）を実
施した。
　その結果、以下のことが明らかとなった。
1、 連盟ごとの先に勝利した場合に勝ち点を獲得した確率は、17連盟中80％代が 2連盟、
70％代が11連盟、60％代が 4連盟であり、すべての連盟で有意差（p＜.01）が認めら
れた。
2、 春季と秋季の両リーグで比較した場合、17連盟中春季リーグが10連盟で、秋季リーグ
が 5連盟で確率が上回ったが有意差は認められず、同率は 2連盟であった。
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3、 年ごとの先に勝利した場合に勝ち点を獲得した確率は、11年間中 8年で70％以上の確
率であり、2010年の69％、2011年の68.7％、2012年の69.8％で僅かに下回ったが、全
ての年で有意差（p＜.01）が認められた。
4、 先に勝利した場合と先に敗北した場合の勝ち点を獲得した確率は、春季リーグ戦では
73.9％と26.1％（p＜.01）、秋季リーグ戦では73％と27％（p＜.01）、両リーグ全体でも
73.4％と26.6％で有意差（p＜.01）が認められた。
　以上のことから、大学野球の勝ち点制では、同一カードで先に勝利したチームが勝ち点
を獲得する確率は73.4％で 7割以上であることが明らかとなった。
注記
1） 編集兼発行人・池田哲雄「大学野球」 2005年秋季リーグ戦展望号から2015年秋季リーグ戦決算号
ベースボールマガジン社に掲載されたデータを用いた。
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